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平
成
30
年　

知
事
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

未
来
へ
の
扉
を
開
く

兵
庫
県
知
事

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
政
一
五
〇
周
年
、
二
〇
一
八
年
の
幕
が
開

き
ま
し
た
。
一
八
六
八
年
、
後
に
近
代
日
本
の
発
展

を
牽
引
す
る
神
戸
港
の
開
港
に
続
い
て
兵
庫
県
が
発

足
し
、
一
五
〇
年
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
本
県
の
行
財
政
構
造
改
革
の
目
標
年
で

も
あ
り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
経
済
不
況
で

危
機
に
陥
っ
た
財
政
の
立
て
直
し
に
着
手
し
て
十

年
。
最
後
の
仕
上
げ
の
時
が
来
ま
し
た
。

　

こ
の
大
き
な
節
目
を
新
し
い
兵
庫
づ
く
り
へ
の
転

換
点
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
一
五
〇
年
は
成
長
の
時
代
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
成
熟
の
時
代
で
す
。
人
口
は
五
十
年
以

上
、
百
年
近
く
は
減
少
し
ま
す
。
経
済
も
右
肩
上
が

り
の
拡
大
は
見
込
め
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
夢
の

実
現
や
豊
か
な
時
間
の
過
ご
し
方
を
今
以
上
に
求
め

る
時
代
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

今
後
も
活
力
に
満
ち
た
兵
庫
で
あ
り
続
け
る
た

め
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
適
応
し
な
が
ら
、

新
た
な
価
値
観
や
県
民
が
求
め
る
多
様
な
生
き
方
、

働
き
方
に
対
応
で
き
る
地
域
を
創
っ
て
い
く
。

二
〇
一
八
年
、
そ
の
た
め
の
新
た
な
挑
戦
を
始
め
ま

す
。

　

第
一
に
、
未
来
へ
の
道
筋
を
描
く
。
兵
庫
の
進
む

べ
き
方
向
を
県
民
と
共
有
す
る
た
め
、
十
年
後
の
め

ざ
す
姿
と
、
持
続
可
能
な
県
政
運
営
の
枠
組
み
を
示

し
ま
す
。

　

第
二
に
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
。
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
、
誰
も
が
生

き
が
い
を
持
っ
て
長
寿
を
全
う
で
き
る
社
会
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

第
三
に
、
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
。
人
工
知
能
に

置
き
換
え
ら
れ
な
い
創
造
力
や
感
性
を
伸
ば
す
教
育

に
力
を
入
れ
ま
す
。
大
人
の
学
び
直
し
や
柔
軟
な
働

き
方
が
で
き
る
環
境
も
整
え
ま
す
。

　

第
四
に
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
。
次
世
代
産
業
の

育
成
、
農
林
水
産
業
の
基
幹
産
業
化
、
国
内
外
と
の

交
流
や
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
賑
わ
い
の
創

出
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
五
に
、
社
会
基
盤
の
充
実
。
活
発
な
社
会
経
済

活
動
の
基
礎
に
な
る
高
速
道
路
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
近
い
将
来
起
こ
る
と
さ
れ
る
巨
大
災
害
へ
の
備

え
に
も
万
全
を
期
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
県
民
の
皆
様
と
共
に
兵
庫
県

政
一
五
〇
年
を
機
に
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
ス
タ
ー

ト
を
切
る
。
さ
あ
、
力
を
合
わ
せ
て
未
来
へ
の
扉
を

開
き
ま
し
ょ
う
。

兵
庫
県 

一
五
〇
年
迎
え

 

新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

持
続
目
指
さ
ん
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年
頭
挨
拶

森
林
環
境
税
の
創
設

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
治
山
林
道
協
会　

会
長

衆
議
院
議
員

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
協
会
の
業
務
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、

格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

災
害
列
島
と
も
呼
ば
れ
る
我
が
国
で
す
が
、
昨
年

も
九
州
北
部
な
ど
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
森
林
の
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
災
害
に
強
い
県
土
づ

く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

兵
庫
県
で
は
、
県
民
緑
税
を
活
用
し
た
「
災
害
に

強
い
森
づ
く
り
（
第
３
期
対
策
）」
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、「
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
５
箇
年
計

画
」
に
よ
り
治
山
ダ
ム
を
計
画
的
に
整
備
す
る
な
ど
、

集
中
豪
雨
や
地
震
等
の
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
県

民
の
生
命
・
財
産
を
保
全
す
る
対
策
を
積
極
的
に
進

め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
県
内
の
木
材
需
要
は
、（
協
）
兵
庫
木
材

セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
製
材
工
場
等
に
必
要
な
原
木
供

給
に
加
え
て
、
近
年
の
大
規
模
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
施
設
の
稼
働
等
に
伴
い
、
原
木
需
要
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
低
コ
ス
ト
で
安
定
的
な
木
材
生

産
の
た
め
の
林
道
、
路
網
等
の
基
盤
整
備
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

明
る
い
話
題
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
、
我
々
地
方
・
森
林
・
林
業
関
係
者
の
長
年

の
悲
願
で
あ
っ
た
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
私
も
大
き
な
仕
事
の

一
つ
を
成
し
遂
げ
た
想
い
で
す
。

　

市
町
村
な
ど
に
譲
与
さ
れ
る
の
は
平
成
31
年
度

か
ら
（
最
初
は
全
国
で
２
０
０
億
、
最
終
形
は

６
０
０
億
）
で
す
が
、
国
民
へ
の
課
税
は
平
成
36
年

度
か
ら
で
す
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
の
新
た
な
事
業
実
施
に
向
け
て

の
万
全
の
備
え
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
計
画
的
な
治
山
・
林
道
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
当
協
会
は
、
予
算
確
保
の
た
め
の
陳
情
・

要
望
活
動
に
努
め
る
と
と
も
に
、
普
及
啓
発
活
動
等

の
ソ
フ
ト
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
御
支
援
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
一
層

の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
紹
介

　

平
成
29
年
11
月
30
日
（
木
）
に
東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
の
ホ
テ
ル
「
ル
ポ
ー
ル
麹
町
」
で
開
催
さ
れ
た
日
本
林

道
協
会
通
常
総
会
の
終
了
後
、
一
般
社
団
法
人
日
本
治
山

治
水
協
会
及
び
日
本
林
道
協
会
が
主
催
し
た
、「
平
成
29

年
度
治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞
者
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
山
口
全
国
協
会
会
長
、
牧

元
林
野
庁
次
長
の
ご
挨
拶
に
引
き
続
き
、
兵
庫
県
治
山
林

道
協
会
の
谷
会
長
か
ら
受
賞
者
へ
の
お
祝
い
と
今
後
の
さ

ら
な
る
活
躍
を
期
待
す
る
な
ど
の
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
兵
庫
県
で
は
次
の
２
社
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
第
₃₃
回
民
有
林
治
山
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

農
林
水
産
大
臣
賞
に
㈱
金
下
工
務
店
が
輝
く

　

対
象
工
事
は
平
成
28
年
度
発
注
の
「
復
旧
治
山
事
業
」

で
、
工
事
場
所
は
豊
岡
市
但
東
町
相
田
地
内
、
平
成
16
年

と
21
年
の
台
風
災
害
地
で
あ
り
、
工
事
内
容
は
コ
ン
ク

２
．
第
₃₃
回
民
有
林
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

林
野
庁
長
官
賞
に
山
崎
建
設
建
材
㈱
が
輝
く

　

対
象
工
事
は
平
成
28
年
度
「
森
林
管
理
道
開
設
事
業
」

で
、
路
線
は
「
前
地
・
カ
ン
カ
ケ
線
」、
工
事
場
所
は
宍

粟
市
波
賀
町
原
地
内
で
あ
る
。

　

当
該
箇
所
は
、
地
形
が
急
峻
で
積
雪
も
多
い
た
め
、
難

工
事
で
あ
っ
た
が
、
施
工
管
理
体
制
が
適
切
で
、
多
種
多

様
な
工
種
に
お
い
て
創
意
工
夫
し
、
日
常
の
出
来
形
・
品

質
管
理
を
適
切
に
行
い
、
工
事
写
真
等
の
整
理
も
良
好
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
現
場
の
仕
上
げ

も
丁
寧
で
美
し
く
、
地
元

関
係
者
や
隣
接
す
る
工
事

関
係
者
と
の
調
整
も
適
切

に
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
等
な

く
完
成
さ
せ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
。

リ
ー
ト
谷
止
工
２
基
、
流
路
工
17
ｍ
等
で
あ
る
。

　

現
場
は
脆
弱
な
花
崗
岩
地
帯
で
土
砂
掘
削
に
難
航
し
た

が
、
安
全
に
配
慮
し
丁
寧
な
施
工
に
心
が
け
、
書
類
も
適

正
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
優
れ
た
施
工
能
力
を
発
揮
し
た
。

　

施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
現
場
管
理
・
出
来
形
管
理
を
徹

底
し
て
行
う
と
と
も
に
、
間
詰
工
、
埋
め
戻
し
の
土
羽
仕

上
げ
、
流
末
の
処
理
な
ど

大
変
丁
寧
な
仕
上
げ
を

行
っ
た
。
ま
た
、
監
督
員

へ
の
連
絡
体
制
が
優
れ
て

お
り
、
工
法
検
討
等
を
行

う
と
と
も
に
、
工
夫
し
て

施
工
し
、
地
元
調
整
も
円

滑
に
行
っ
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
。
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「
六
甲
山
の
災
害
展 

２
０
１
７
」の
開
催

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課
・
神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
六
甲
治
山
事
務
所

あ
れ
か
ら
50
年 

昭
和
42
年
六
甲
山
系
豪
雨
災
害

１
．
は
じ
め
に

　

緑
豊
か
で
県
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
六
甲
山
系
で
は
、

昭
和
13
年
の
阪
神
大
水
害
を
は
じ
め
昭
和
36
年
、
42
年
豪

雨
に
よ
る
大
規
模
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
未
曾
有
の
被
害

を
も
た
ら
し
た
地
震
災
害
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
幾
度
と
な
く
発
生
し
て
い
る
六
甲
山
系

で
の
災
害
の
歴
史
を
学
び
、
ま
た
、
実
験
装
置
等
に
よ
る

体
験
を
通
じ
、
山
地
災
害
に
関
す
る
知
識
や
防
災
意
識
の

向
上
を
目
的
に
「
六
甲
山
の
災
害
展
」
を
、
８
月
15
日
か

ら
27
日
ま
で
の
夏
休
み
期
間
中
に
、「
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
98
名
の
人
命
を
奪
っ
た
昭
和
42
年
豪

雨
災
害
か
ら
50
年
の
節
目
で
あ
り
、
土
砂
災
害
の
悲
惨
さ

や
恐
さ
を
次
世
代
に
引
継
ぎ
、
土
砂
災
害
の
軽
減
に
向
け

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
大
切
さ
や
普
及
・
啓
発
を
目

的
に
「
昭
和
42
年
六
甲
山
系
豪
雨

災
害
50
年
行
事
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
関
連

行
事
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

２
．
災
害
の
歴
史
を
学
ぶ

　

災
害
展
で
は
、
六
甲
山
系
で
発
生
し
た
昭
和
13
年
阪
神

大
水
害
や
昭
和
42
年
豪
雨
災
害
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
時

の
貴
重
な
映
像
や
写
真
等
を
展
示
し
、
神
戸
市
街
地
等
が

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

３
．
防
災
意
識
の
向
上

　

い
ざ
と
い
う
時
、
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
と
い
う
「
自
助
」
の

意
識
を
持
ち
、
事
前
に
危
険
場
所

の
把
握
を
し
て
お
く
こ
と
で
安
全

な
場
所
へ
の
避
難
が
迅
速
に
で
き

ま
す
。
会
場
で
は
「
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」を
来
場
者
の
方
に
操
作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

４
．
実
験
装
置
で
体
感

　

会
場
で
は
、
土
石
流
を
再
現
し
被
災
状
況
と
治
山
ダ
ム

の
整
備
効
果
が
体
感
で
き
る
「
土
石
流
実
験
装
置
」、
土

石
流
の
発
生
等
の
仕
組
み
が
３
Ｄ
映
像
で
見
ら
れ
る
「
３

Ｄ
立
体
映
像
装
置
び
っ
く
り
く
ん
」
ほ
か
様
々
な
装
置
に

よ
る
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
に
、
六
甲
山
系
に
お
け
る
治
山
・
砂
防

事
業
の
取
組
み
が
わ
か
る
ジ
オ
ラ
マ
を
設
置
し
、
約
２
，

２
０
０
基
も
の
治
山
ダ
ム
・
砂
防
え
ん
堤
が
土
砂
災
害
等

の
防
止
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
降
雨
等
に
よ
っ
て
森
林
土
壌
の
保
水
力
の
違

い
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
簡
単
に
比
べ
る
こ
と
が
で

き
る
実
験
も
行
い
大
変
好
評
で
し
た
。

５
．
お
わ
り
に

　

災
害
展
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
来
場
し

た
約
66
％
の
方
か
ら
「
防
災
意
識
が
向
上
し
た
」
と
回
答

が
あ
り
、
ま
た
感
想
で
は
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確

認
」、「
避
難
経
路
を
再
確
認
す
る
」、「
周
辺
の
危
険
箇
所

を
確
認
す
る
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
防
災
意
識
の
向

上
は
微
力
な
が
ら
果
た
せ
て
い
る
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
防
災
、
減
災
等
に
つ
い
て
県
民
の
皆
さ
ま
が

理
解
し
行
動
で
き
る
よ
う
普
及
啓
発
に
一
層
取
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

災害展開催ポスター

展示会場の様子

昭和13年阪神大水害での
復旧作業

昭和42年豪雨災害による
土砂流出

土石流実験装置による実演

森林土壌保水力実験の様子

来場者による
ＣＧハザードマップ操作
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第
32
回「
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
」の
開
催

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

　

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会
（
林
業
関
係
13
団
体
で

構
成
︱
会
長
・
松
野
正
和
）
は
、
平
成
29
年
10
月
8
日

（
日
）、
今
回
で
第
32
回
を
迎
え
る
「
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ

ア
」
を
、
神
戸
市
中
央
区
の
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
高
浜

岸
壁
周
辺
（
モ
ザ
イ
ク
前
）
で
、「
～
木
材
は
人
と
地
球

に
や
さ
し
い
循
環
資
源
～
﹃
木
材
を
使
っ
て
、
人
に
健
康

を
、
地
域
に
元
気
を
﹄」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
第
22
回
ラ
ジ
オ
関
西
ま
つ
り

等
と
共
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
延
べ
5
万
5
千
人
が
会

場
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
22
団
体
が
26
ブ
ー
ス
を
出
展
。
兵
庫
県
木
材

青
年
ク
ラ
ブ
が
出
展
し
た
「
親
子
木
工
作
ひ
ろ
ば
」
で
は
、

多
く
の
親
子
連
れ
な
ど
が
参
加
し
、
建
築
用
材
の
端
材
で

テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
を
製
作
、
一
部
で
は
本
格
的
な
本
棚
を

製
作
す
る
な
ど
、
例
年
ど
お
り
大
変
好
評
で
、
一
時
待
ち

時
間
が
発
生
す
る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

　

出
展
ブ
ー
ス
で
は
、
木
材
に
文
字
を
書
き
カ
ン
ナ
削
り

を
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
各
ブ
ー
ス
で
の
コ
ー
ス
タ
ー
や
箸
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
子
供

達
が
実
際
の
太
さ
の
柱
・
梁
・
桁
等
の
木
材
を
担
い
で
木

造
住
宅
を
組
み
立
て
る
「
子
供
棟
上
げ
体
験
」
な
ど
、
触

れ
て
遊
ん
で
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
子
供
達
を
中
心
に
人

気
を
集
め
た
ほ
か
、
木
工
家
具
な
ど
暮
ら
し
の
中
で
使
え

る
木
製
品
や
木
の
お
も
ち
ゃ
の
展
示
・
販
売
、
木
材
リ
サ

イ
ク
ル
燃
料
（
ペ
レ
ッ
ト
）
を
使
用
し
た
本
格
ピ
ザ
窯
で

焼
く
ナ
ポ
リ
風
ピ
ザ
の
販
売
な
ど
、
日
曜
日
の
一
日
を
家

族
連
れ
な
ど
で
過
ご
す
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
実
物
の
10
分
の
1
模
型
に
よ
る
環
境
配
慮

型
在
来
木
造
住
宅
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
」
や
「
木
材
強
度
測
定

シ
ス
テ
ムW

oodFFT

（
ウ
ッ
ド
エ
フ
エ
フ
テ
ィ
）」
の

展
示
、「
木
の
特
性
紹
介
」「
木
造
住
宅
の
良
さ
」「
兵
庫

県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
制
度
」
等
の
パ
ネ
ル

展
示
な
ど
に
よ
る
「
木
の
良
さ
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、
平

成
29
年
の
春
に
開
校
し
た
「
兵
庫
県
立
森
林
大
学
校
」
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
協
力
を
得
ま
し
た
兵
庫
県
木
造
住
宅
生
産

体
制
強
化
推
進
協
議
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
住
宅
相
談
コ
ー

ナ
ー
や
家
庭
の
省
エ
ネ
「
う
ち
エ
コ
診
断
」
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
出
展
。「
う
ち
エ
コ
診
断
」
は
、
自
宅
の
ど
こ
か
ら
、

ど
れ
だ
け
、
Ｃ
Ｏ
２
が
排
出
さ
れ
て
い
る
か
を
分
析
し
、

平
均
的
な
家
庭
と
の
比
較
を
通
じ
て
自
宅
の
エ
コ
ロ
ジ
ー

度
を
判
定
す
る
と
い
う
も
の
。
参
加
者
は
こ
の
診
断
を
受

診
し
、
省
エ
ネ
対
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、

土
石
流
実
験
装
置
や
３
Ｄ
立
体
映
像
装
置
「
び
っ
く
り
く

ん
」
を
出
展
。
近
年
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
土

砂
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
場
者
に
土

石
流
に
対
す
る
危
険
性
と
防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
し
た
。

︻「
第
32
回
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
」の
出
展
者
︱
22
団
体
︼

㈲
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
丹
波
、
㈱
三
栄
、
㈱
し
そ
う
の
森
の
木
、
正
垣

木
材
㈱
、
㈱
谷
垣
、
㈱
日
林
マ
テ
リ
ア
ル
、
ひ
ょ
う
ご
木
の
す
ま

い
協
議
会
（
ア
ル
フ
ァ
工
房
）、
兵
庫
県
（
林
務
課
・
豊
か
な
森

づ
く
り
課
）、
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
、（
一
社
）
兵
庫
県
治
山

林
道
協
会
、
兵
庫
県
木
材
青
年
ク
ラ
ブ
、
兵
庫
県
木
材
利
用
技
術

研
究
会
（
し
そ
う
材
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
グ
ル
ー
プ
）、
兵
庫
県
木

造
住
宅
生
産
体
制
強
化
推
進
協
議
会
（
兵
庫
県
住
宅
政
策
課
・

（
公
財
）
ひ
ょ
う
ご
環
境
創
造
協
会
・
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
委
員

会
・
神
戸
木
材
仲
買
協
同
組
合
・
ひ
ょ
う
ご
木
づ
か
い
王
国
学

校
）、
兵
庫
県
立
丹
波
年
輪
の
里
、
㈱
木
栄
、
ヨ
ド
プ
レ
㈱
、
兵

庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

木のおもちゃの展示・販売

ひょうご木材フェアの様子

子供棟上げ体験

親子木工教室

住宅相談コーナー

土石流実験装置

第43号�（6）兵庫の治山・林道と森林整備



「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
７
」の
開
催

農
政
環
境
部
環
境
創
造
局
豊
か
な
森
づ
く
り
課

　

兵
庫
県
、
多
可
町
、（
公
社
）
兵
庫
県
緑
化
推
進
協
会

の
主
催
に
よ
る
〝
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
７
＂
が
、

平
成
29
年
11
月
５
日
（
日
）
に
多
可
町
中
央
公
園
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
可
町
は
、
三
国
岳
や
千
个
峰
、
笠
形
山
な
ど
１
，
０

０
０
ｍ
級
の
山
々
と
、
そ
れ
を
源
流
と
す
る
杉
原
川
や
野

間
川
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
千
三
百
年
の
歴
史
を

誇
る
「
杉
原
紙
」
や
日
本
一
の
酒
米
「
山
田
錦
」
な
ど
、

ふ
る
さ
と
の
多
彩
な
文
化
や
産
業
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
活
か
そ
う
資
源･

育
て
よ
う
未
来
の
森
」
を

テ
ー
マ
に
、
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
８
千
人
の
方
々
に
、

森
に
親
し
み
、
森
の
大
切
さ
を
体
験
し
な
が
ら
「
県
民
総

参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
」
を
実
感
・
実
践
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
警
音
楽
隊
に
よ
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
演
奏
、
式

典
で
は
、
各
種
表
彰
に
続
き
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

連
絡
協
議
会
に
よ
る
活
動
報
告
や
多
可
町
緑
の
少
年
団
の

力
強
い
宣
誓
、
最
後
に
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
７

の
開
催
記
念
と
し
て
、
県
猟
友
会
の
協
力
に
よ
り
キ
ジ
が

放
鳥
さ
れ
、
井
戸
知
事
が
紅
葉
の
美
し
い
日
本
在
来
の
ウ

リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
を
、
戸
田
多
可
町
長
は
生
命
力
が
あ
り
繁

栄
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る
イ
チ
ョ
ウ
を
、
今
後
の
豊
か
な

森
づ
く
り
の
発
展
を
願
っ
て
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
中
町
中
学
校
の
生
徒

の
皆
さ
ん
に
よ
る
勇
壮
な
龍
神
太
鼓
を
は
じ
め
、
同
時
開

催
さ
れ
た
第
12
回
多
可
町
ふ
る
さ
と
産
業
展
の
農
林
産
物

品
評
会
の
表
彰
式
や
多
可
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
会
、
髭
男
爵
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
多
可
町
か
ら
次
期
開
催
地
の
福
崎
町
へ
「
の

ぼ
り
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」、
そ
し
て
最
後
は
大
勢
の
来
場

者
へ
の
福
も
ち
ま
き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
数
多
く
の
展
示
・
販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
間

伐
材
を
用
い
た
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
や
地
元
の
名
物
料
理
の

紹
介
・
販
売
、
森
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
多
可
町
余
暇
村
公
園
の
里
山
林
整
備
体
験
の
会

場
で
は
、
県
下
の
緑
の
少
年
団
を
は
じ
め
、
多
可
町
内
の

中
高
生
の
皆
さ
ん
が
、
ひ
ょ
う
ご
森
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
会
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
協
議
会
会
員
の

方
々
、
森
林
大
学
校
の
生
徒
の
指
導
の
も
と
で
自
然
の
中

で
楽
し
み
な
が
ら
身
体
を
動
か
し
、
森
を
守
る
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

今
年
は
11
月
４
日
（
日
）、「
福
崎
町
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
」

周
辺
（
神
崎
郡
福
崎
町
福
田
）
で
「
森
と
と
も
に
生
き
る

ひ
ょ
う
ご�

ご
こ
く
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、〝
ひ
ょ
う
ご

森
の
ま
つ
り
２
０
１
８
＂
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
、
お
友
達
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
越
し
下
さ
い
。

緑の少年団による緑の募金活動

緑化作品コンクール等表彰

井戸知事と戸田町長による記念植樹

中町中学校生による里山林整備体験活動

土石流発生メカニズムと身近な治山ダムの
暮らしを守る役割を体感して学ぶ来場者

（7） 平成30年1月



六
甲
山
の
緑
の
原
点
探
索
ツ
ア
ー

（
昭
和
42
年
六
甲
山
系
豪
雨
災
害
50
年
関
連
事
業
）

神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
六
甲
治
山
事
務
所

１
．
は
じ
め
に

　

六
甲
山
の
再
度
山
周
辺
は
緑
豊
か
な
森
林
に
覆
わ
れ
、

一
般
住
民
の
い
こ
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
明

治
中
期
ま
で
禿
山
が
広
が
る
荒
廃
山
地
で
あ
っ
た
。
明
治

36
年
か
ら
、
兵
庫
県
や
神
戸
市
が
石
積
み
や
積
苗
工
、
植

林
を
実
施
し
、
森
林
へ
復
旧
さ
せ
て
き
た
。
ま
た
、
昭
和

42
年
豪
雨
災
害
で
は
、
山
腹
崩
壊
が
多
数
発
生
し
、
治
山

事
業
で
山
腹
工
や
治
山
ダ
ム
を
施
工
し
、
再
度
森
林
へ
復

旧
さ
せ
て
き
た
。

３
．  

六
甲
山
の
緑
の
原
点
探
索
ツ
ア
ー

　

当
箇
所
は
、
森
林
へ
の
復
旧
の
歴
史
が
多
く
の
資
料
や

施
設
に
よ
っ
て
学
べ
る
全
国
的
に
も
貴
重
な
箇
所
で
あ
り
、

六
甲
山
を
森
林
に
回
復
さ
せ
て
き
た
治
山
の
原
点
と
も
言

え
る
。
こ
の
貴
重
な
箇
所
を
一
般
の
市
民
に
広
く
知
っ
て

も
ら
い
、
六
甲
山
の
緑
と
防
災
施
設
を
考
え
て
い
た
だ

く
た
め
に
、「
六
甲
山
の
緑
の
原
点
探
索
ツ
ア
ー
（
以
下

「
原
点
探
索
ツ
ア
ー
」）
を
実
施
し
た
。
な
お
、
今
年
度
は
、

昭
和
42
年
豪
雨
災
害
か
ら
50
年
の
節
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

六
甲
山
の
災
害
展
の
特
別
企
画
と
し
て
実
施
し
た
。

︻
内
容
︼

　

実
施
月
日
：
平
成
29
年
８
月
20
日
（
日
）・
23
日
（
水
）

　

集
合
場
所
：
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

　

参
加
者
：
65
名
（
20
日
31
人
、
23
日
34
人
）

　

案
内
者
：
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
兵
庫

　

原
点
探
索
ツ
ア
ー
は
、
禿
山
か
ら
の
復
旧
の
歴
史
や
治

山
施
設
、
現
在
の
植
生
な
ど
を
見
学
す
る
た
め
に
次
の
５

地
点
を
巡
る
コ
ー
ス
と
し
、
現
地
説
明
や
自
然
観
察
ガ
イ

ド
は
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
兵
庫
の
案
内
で
実
施
し
た
。

２
．
明
治
期
の
植
林

　

明
治
36
年
か
ら
の
植
林
工
事
は
、
砂
防
工
事
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
全
体
計
画
は
、
東
京
帝

国
大
学
の
林
学
博
士
本
多
静
六
が
指
導
し
て
い
る
。
本
多

は
、
事
前
に
現
地
一
帯
を
視
察
し
、
計
画
策
定
や
植
栽
樹

種
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
工
事
や
復
旧
の

状
況
を
記
録
す
る
た
め
写
真
を
撮
影
し
た
と
も
語
っ
て
お

り
、
図
１
、
図
２
は
本
多
が
（
も
し
く
は
そ
の
指
示
で
）

撮
影
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
施
工
地
の
詳
細
調

査
や
工
事
監
督
は
、
兵
庫
県
の

林
業
巡
回
教
師
（
現
在
の
林
業

改
良
指
導
普
及
員
）
林
五
八
が

行
っ
て
お
り
、
当
時
は
、
林
業

技
術
者
に
よ
り
砂
防
工
事
が
実

施
さ
れ
て
い
た
と
も
言
え
る
。

　

再
度
公
園
に
は
当
時
植
林
の

た
め
施
工
し
た
石
積
み
や
石
筋

工
が
現
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
施
設
を
含
め
て
、
再
度
公
園

や
外
国
人
墓
地
と
と
も
に
平
成

18
年
に
文
化
財
登
録
さ
れ
て
い

る
。

図3　再度山のよみがえった豊かな森林

図4　明治の石積みを解説

図1　植林工事完成（明治36年）

図2　植林後１年目（明治37年5月）
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①
再
度
山
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト　

　

・
修
法
ケ
原
池
か
ら
再
度
山
北
面
を
見
る

　

・
明
治
時
代
と
現
在
の
姿
を
比
較

②
明
治
時
代
の
植
林
地
と
石
積
み

　

・
１
１
５
年
後
の
植
生
の
状
況

　

・
植
林
の
た
め
に
積
ま
れ
た
石
積
み

③
照
葉
樹
林

　

・�

大
竜
寺
周
辺
の
照
葉
樹
林
（
ア
カ
ガ
シ
、
ス
ダ
ジ
イ
、

カ
ゴ
ノ
キ
な
ど
）

④�

六
甲
山
間
伐
材
に
よ
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス

　

・�

部
材
は
す
べ
て
神
戸
市
有
林
の
間
伐
材

　

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
建
築

⑤�

昭
和
42
年
災
害
復
旧
治
山
工
事

　

・�

昭
和
42
年
豪
雨
災
害
箇
所

　

・�

昭
和
42
年
度
施
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
治
山
ダ
ム

　

原
点
探
索
ツ
ア
ー
に
は
10
代
か
ら
80
代
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
か
ら
の
参
加
者
や
専
門
の
研
究
者
、
自
治
体
職
員
な

ど
、
普
段
か
ら
森
林
や
治
山
に
関
心
の
高
い
方
々
が
多
か

っ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
10
代
の
参
加
者
は
夏
休

み
の
自
由
研
究
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。

４
．
参
加
者
の
感
想

　

参
加
者
の
９
割
以
上
が
「
た
い
へ
ん
よ
か
っ
た
」
ま
た

は
「
よ
か
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

見
学
コ
ー
ス
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
挙
げ
て
も

ら
っ
た
。
明
治
時
代
の
石
積
み
の
次
に
42
年
施
工
の
治
山

ダ
ム
が
好
評
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
治
山
ダ
ム
の
重
要
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と
、
工
事
施
工
か
ら
50
年
が

経
過
し
周
辺
の
森
林
の
中
に
治
山
ダ
ム
が
溶
け
込
み
自
然

と
一
体
と
な
っ
た
防
災
施
設
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

主
な
参
加
者
の
感
想
は
次
の
と
お
り
。

●�

〝
治
山
〝
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
（
30
代
・
男
）

●�

こ
れ
ま
で
も
何
度
も
石
積
み
を
見
て
い
た
が
、
今
日
の

よ
う
に
明
治
の
治
山
事
業
と
明
確
に
関
連
づ
け
て
見
れ

た
の
が
よ
か
っ
た
（
70
代
・
男
）

●�

治
山
ダ
ム
の
現
場
を
確
認
し
な
が
ら
、
そ
の
働
き
と
効

果
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
60
代
・
男
）

●�

自
然
と
文
化
歴
史
と
の
コ
ラ
ボ
は
相
乗
効
果
が
あ
っ
て

理
解
さ
れ
や
す
い
（
60
代
・
男
）

●�

明
治
時
代
か
ら
の
人
の
手
で
作
ら
れ
た
石
積
み
等
を
見

て
災
害
に
備
え
て
い
て
、
昔
の
人
の
知
恵
を
知
り
ま
し

た
（
30
代
・
女
）

５
．
お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
、
六
甲
山
の
災
害
展
な
ど
に
お
い
て
、
パ
ネ

ル
や
土
石
流
模
型
実
験
装
置
で
過
去
の
災
害
や
治
山
ダ
ム

の
効
果
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
。
初
め
て
、
現
地
で
禿
山
復
旧

の
状
況
や
明
治
の
施
設
、
治
山
ダ
ム
の
見
学
を
実
施
し
、

現
地
や
実
物
に
は
、
写
真
や
文
字
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い

説
得
力
が
あ
り
、
パ
ネ
ル
や
模
型
な
ど
に
は
な
い
本
物
の

力
強
さ
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

　

今
年
は
兵
庫
県
政
１
５
０
周
年
で
あ
り
、
神
戸
県
民
セ

ン
タ
ー
で
は
、
六
甲
山
の
荒
廃
か
ら
の
復
興
の
軌
跡
を
、

１
５
０
周
年
事
業
と
し
て
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
イ
ベ
ン

ト
の
１
つ
と
し
て
今
回
の
よ
う
な
現
地
見
学
会
も
実
施
す

る
予
定
で
い
る
。
次
回
は
、
布
引
貯
水
池
も
あ
わ
せ
て
見

学
コ
ー
ス
に
入
れ
、
明
治
の
知
恵
や
技
術
を
参
加
者
と
と

も
に
よ
り
深
く
実
感
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

図5　明治期に列状に植林されたマツを観察

図6　昭和42年施工の治山ダムを解説

図7　参加者アンケート集計

ツアーの内容で、印象に残ったもの
①再度山全景

7%

②明治時代の
石積み
39%

⑥自然観察
13%

⑤昭和42年
施工治山施設
27%

④六甲山間伐材に
よるログハウス

4%

③照葉樹林
10%

（9） 平成30年1月



平
成
29
年
台
風
18
号
•
21
号
に
よ
る

山
地
・
林
道
施
設
の
被
害
に
つ
い
て

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
₂₉
年
９
月
か
ら
₁0
月
に
か
け
て
発
生
し
た
台
風
₁8

号
・
₂₁
号
の
影
響
に
よ
り
、
県
内
各
地
で
記
録
的
な
降
水

量
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

台
風
₁8
号
で
は
、
姫
路
市
で
１
時
間
の
最
高
雨
量
が
88

㎜
を
観
測
し
た
ほ
か
、
豊
岡
市
や
新
温
泉
町
な
ど
但
馬
地

域
を
中
心
に
２
０
０
㎜
を
超
え
る
累
加
雨
量
を
観
測
し
ま

し
た
。

　

台
風
₂₁
号
で
は
、
但
馬
地
域
や
淡
路
地
域
で
３
０
０
㎜

を
超
え
る
累
加
雨
量
を
観
測
し
た
ほ
か
、
新
温
泉
町
、
香

美
町
、
養
父
市
で
は
、
最
大
₂4
時
間
雨
量
が
観
測
史
上
１

位
を
更
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
神
戸
市
で
45
・
９
ｍ
の
最

大
瞬
間
風
速
を
観
測
す
る
な
ど
、
各
地
で
非
常
に
強
い
風

を
観
測
し
ま
し
た
。

２
．
山
地
・
林
道
施
設
の
被
害
状
況

⑴
山
地
の
被
害

　

台
風
₁8
号
で
は
、
姫
路
市
や
豊
岡
市

で
山
地
か
ら
の
土
砂
流
出
に
よ
り
人
家

や
道
路
に
被
害
を
及
ぼ
す
な
ど
、
渓
流

か
ら
の
土
砂
流
出
に
よ
る
災
害
が
多
く

発
生
し
ま
し
た
。

　

台
風
₂₁
号
で
は
、
香
美
町
の
治
山
事

業
施
行
地
の
山
腹
斜
面
が
崩
壊
し
、
県

道
等
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
ほ
か
、
神
戸

市
や
豊
岡
市
、
篠
山
市
な
ど
で
人
家
裏

の
山
腹
が
崩
壊
す
る
な
ど
山
腹
崩
壊
や

風
倒
木
被
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　

台
風
₁8
号
・
₂₁
号
の
影
響
に
よ
り
40

箇
所
で
、約
₁₁
億
９
千
万
円
の
山
地
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

⑵
林
道
施
設
の
被
害

　

台
風
₁8
号
・
₂₁
号
に
よ
る
林
道
の
被
害
は
、
33
路
線
、

１
１
５
箇
所
、
１
億
５
千
８
百
万
円
に
上
り
ま
し
た
。
被

害
の
内
訳
は
、
法
面
崩
壊
や
路
体
の
流
出
、
路
側
擁
壁
の

被
災
で
し
た
。

３
．
今
後
の
対
応

　

今
回
被
害
を
受
け
た
山
地
や
林
道
施
設
に
つ
い
て
は
、

既
定
予
算
に
加
え
、
₁₂
月
補
正
予
算
を
活
用
し
、
被
災
し

た
施
設
の
復
旧
及
び
山
地
災
害
の
復
旧
を
図
り
ま
す
。

⑴
治
山
施
設
災
害
復
旧
事
業

　

香
美
町
村
岡
区
高
津
の
治
山
事
業
施
行
地
の
復
旧
に
つ

い
て
は
、
₁₂
月
に
国
の
災
害
査
定
を
受
け
、
復
旧
を
実
施

予
定
で
す
。

⑵
県
単
独
治
山
事
業
（
県
営･

補
助
）

　

再
度
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
緊
急
に
復
旧
整
備
を
行

う
必
要
の
あ
る
神
戸
市
や
豊
岡
市
等
で
実
施
予
定
で
す
。

⑶
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業

　

朝
来
市
等
の
被
災
箇
所
は
、
₁₂
月
中
に
災
害
査
定
を
受

け
、
早
期
復
旧
を
目
指
し
、
順
次
工
事
に
着
手
す
る
予
定

で
す
。

山腹崩壊により県道等に被害（香美町）

人家裏の倒木・山腹崩壊（神戸市）

林道「粟鹿山線」（朝来市）　法面崩壊

ドローン撮影：㈱コスモ

表１　降水等の状況（兵庫県災害警戒本部）

台風18号
市町名 観測地点 累加雨量
新温泉町 石橋 225mm
朝来市 与布土ダム 214mm

市町名 観測地点 最大1時間雨量
姫路市 上川原 88mm/h
相生市 相生 74mm/h

台風21号
市町名 観測地点 累加雨量
洲本市 相川 334mm
豊岡市 山田 323mm

市町名 観測地点 最大1時間雨量
南あわじ市 諭鶴羽 26mm/h
丹波市 市島 25mm/h

市町名 観測地点 最大瞬間風速
神戸市 神戸 45.9m/s（0：33）
三田市 三田 39.6m/s（0：58）

表２　山地災害の状況

台風名 箇所数 被害額
〔百万円〕

被災市町

台風18号 25 730 姫路市、豊岡市、養父市、朝来市等
計6市

台風21号 15 456 香美町、養父市、朝来市等　計8市町
合計 40 1,186 計11市町で被災

表３　林道施設の被害状況

台風名 路線数 被害額
〔百万円〕

被災市町

台風18号 24	 80	 豊岡市、養父市、朝来市等計5市町
台風21号 9	 78	 養父市、朝来市等　計4市町
合計 33	 158	 計5市町で被災

第43号�（10）兵庫の治山・林道と森林整備



国
へ
の
陳
情
・
要
望
活
動
の
実
施

　

平
成
₂₉
年
₁₁
月
₂₉
日
（
水
）
に
（
一
社
）
兵
庫
県
治
山

林
道
協
会
か
ら
、
谷
公
一
会
長
、
山
名
宗
悟
理
事
（
神
河

町
長
）、
庵
逧
典
章
監
事
（
佐
用
町
長
）
が
平
成
30
年
度

の
国
の
予
算
編
成
に
対
す
る
陳
情
・
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

要
望
内
容
は
、
次
の
と
お
り
。

１　

治
山
事
業
の
推
進
と
し
て

⑴�

第
２
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
５
箇
年
計
画
に
基

づ
く
治
山
ダ
ム
整
備
な
ど
の
対
策
を
着
実
に
進
め
る
た

め
の
治
山
事
業
予
算
の
確
保

⑵�

農
山
漁
村
地
域
の
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
た
め

の
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
の
確
保

⑶�

流
木
防
止
対
策
に
必
要
な
予

算
の
確
保

２　

林
道
事
業
の
推
進
と
し
て

⑴�

新
ひ
ょ
う
ご
林
内
路
網

１
０
０
０
㎞
整
備
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
林
道
整
備
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
の
地
域
創
生

推
進
交
付
金
の
確
保

⑵�

森
林
基
幹
道
の
機
能
強
化
と

森
林
管
理
道
の
整
備
を
推
進

す
る
た
め
の
農
山
漁
村
地
域

整
備
交
付
金
の
確
保

⑶�

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
伐
採
木
の
搬
出
を
行
う
林
業

専
用
道
の
整
備
に
必
要
な
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業

予
算
の
確
保

要
望
先
は
、
次
の
と
お
り
。

国
会
議
員　

�

松
本
剛
明
衆
議
院
議
員
、
西
村
康
稔
衆
議

院
議
員
、
谷
公
一
衆
議
院
議
員
、
山
口
壯

衆
議
院
議
員
、
藤
井
比
早
之
衆
議
院
議
員
、

末
松
信
介
参
議
院
議
員

財
務
省　
　

�

今
枝
政
務
官
、長
峯
政
務
官
、福
田
事
務
次

官
、岡
本
主
計
局
長
、大
鹿
主
計
局
次
長
、前

田
主
計
官
、荒
瀨
主
計
局
農
林
２
係
主
査

農
林
水
産
省　

�

礒
崎
副
大
臣
、
谷
合
副
大
臣
、
野
中
政
務
官
、

上
月
政
務
官
、
奥
原
事
務
次
官
、
平
形
予
算

課
長
、

林
野
庁　
　

�

沖
長
官
、
牧
元
次
長
、
織
田
森
林
整
備
部
長
、

矢
野
整
備
課
長
、
猪
島
治
山
課
長
、
佐
伯
山

地
災
害
対
策
室
長
、
河
野
水
源
地
治
山
対
策

室
長

　

な
お
、
本
年
度
は
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
が
「
近
畿
治

山
林
道
連
絡
協
議
会
」
の
当
番
県
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
₂₉
年
９
月

１
日
（
金
）
に
協
議

会
の
総
会
を
神
戸
市

中
央
区
で
開
催
し
、

同
時
に
取
り
ま
と
め

た
要
望
書
を
今
回
併

せ
て
提
出
し
た
。

前田財務省主計官に要望

沖林野庁長官に要望

牧元林野庁次長に要望

近畿治山林道連絡協議会総会
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六
甲
治
山
事
務
所
設
立
50
周
年
を
迎
え
て

神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
六
甲
治
山
事
務
所

１
．
は
じ
め
に

　

今
か
ら
50
年
前
、
昭
和
4₂
年
₁0
月
１
日
に
六
甲
治
山
事

務
所
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
六
甲
治
山

事
務
所
Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
遠
く
県
外
か
ら
災
害
応
援
に
来
て

い
た
だ
い
た
方
々
、
ま
た
、
50
年
に
わ
た
り
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の
賜
物
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
敬
意
を
表
す
と
共
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２
．
設
立
の
経
緯

　

昭
和
4₂
年
豪
雨
災
害
で
は
神

戸
や
阪
神
間
で
₉8
名
も
の
県
民

の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
九
州
北
部
の
豪
雨
災
害

や
３
年
前
の
広
島
や
丹
波
の
土

砂
災
害
を
上
回
る
よ
う
な
甚
大

な
被
害
で
し
た
。
当
時
は
、
高

度
経
済
成
長
真
っ
只
中
で
、
都

市
が
膨
張
し
て
い
く
中
で
の
都

市
災
害
と
も
い
え
ま
す
。
六
甲

山
系
で
は
昭
和
₁3
年
の
阪
神
大

水
害
で
６
９
５
名
も
の
方
々
が

亡
く
な
ら
れ
る
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
治
山
事
業
に
よ
る
復
旧
対

策
は
じ
め
、
国
直
轄
の
砂
防
工
事
な
ど
様
々
な
防
災
対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
再
度
、
大
規
模
な
災
害
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
災
害
を

繰
り
返
さ
な
い
、
ま
た
、
１
０
０
万
人
が
住
む
大
都
市
を

守
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
治
山
事
業
を
上
回
る
対
策
、
復

旧
対
策
に
加
え
て
予
防
的
な
視
点
か
ら
の
治
山
対
策
が
必

要
と
さ
れ
、
六
甲
治
山
事
務
所
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
県
外
か
ら
の
応
援

　

4₂
年
の
災
害
復
旧
で
は
、
大
阪
営
林
局
は
じ
め
全
国
₁3

道
県
か
ら
₂₁
名
の
方
々
に
応
援
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
県
外
か
ら
の
応
援
体
制
は
全
国
的
に
も
初
め

て
の
取
組
だ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
県
外
の
方
々
の

応
援
を
得
て
、
治
山
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
4₂

年
災
害
以
降
、
六
甲
山
系
で
は
人
的
な
被
害
を
伴
う
よ
う

な
山
地
災
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
７
年
阪
神
大
震
災
で
も
、
4₂
年
災
害
に
引
き
続
き
、

林
野
庁
は
じ
め
全
国
₁0
県
₂5
名
の
方
々
に
も
応
援
い
た
だ

き
、
３
５
０
億
円
も
の
事
業
費
で
徹
底
的
な
治
山
対
策
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
県
外
応
援
の
方
々
の

中
に
は
、
平
成
７
年
度
・
８
年
度
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
わ
た

り
事
務
所
で
正
規
の
職
員
と
し
て
ま
さ
に
寝
食
を
と
も
に

復
旧
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
固
い

絆
が
今
で
も
続
き
、
治
山
の
先
進
技
術
の
共
有
や
研
鑽
に

繋
が
っ
て
い
る
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

４
．
設
立
₅₀
周
年
記
念
祝
賀
会

　

₁0
月
１
日
（
日
）
に
50
周
年
を
記
念
し
た
祝
賀
会
を
開

催
し
、
事
務
所
Ｏ
Ｂ
や
在
職
者
は
じ
め
県
外
か
ら
の
応
援

者
を
含
め
１
０
４
名
も
の
方
々
に
出
席
し
て
い
だ
き
ま
し

た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
谷
口
賢
行
神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
長

の
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
で
防
災
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

沖
村
孝
神
戸
大
学
名
誉
教
授
か
ら
「
斜
面
防
災
の
原
点
は

六
甲
山
。
昭
和
4₂
年
災
害
時
に
は
学
生
と
し
て
災
害
調
査

に
奔
走
し
、
神
戸
市
職
員
時
代
は
六
甲
治
山
事
務
所
と
と

も
に
治
山
事
業
に
携
わ
る
な
ど
縁
が
深
い
、
今
後
の
一
層
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の
六
甲
治
山
の
活
動
に
期
待
す
る
。」
と
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
Ｏ
Ｂ
を
代
表
し
て
永
井
裕
三
氏
か
ら
初
代

所
長
の
塚
本
泰
三
氏
の
思
い
出
や
バ
イ
ク
の
二
人
乗
り
で

出
か
け
た
現
場
監
督
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
治
山
関
係
者
を
代
表
し
て
榊
努
氏
か

ら
事
務
所
設
立
に
関
す
る
思
い
出
話
や
県
外
応
援
者
と
の

親
交
の
話
題
な
ど
を
懐
か
し
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
田
所
長
は
、
50
年
間
の
六
甲
治
山
の
紹
介
と
今
後
の
予

防
治
山
の
推
進
や
減
災
対
策
の
拡
充
な
ど
ポ
ス
ト
50
年
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
当
時
の
工
事
現

場
や
職
員
旅
行
の
写
真
を
見
な

が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
再
開
し
た

仲
間
同
士
で
思
い
出
話
に
花
が

咲
き
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

５
．
お
わ
り
に

　

六
甲
治
山
事
務
所
は
、
今
で
は
全
国
で
唯
一
の
治
山
専

門
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
六
甲
山
と
２
０
０
万
人
以

上
の
県
民
の
生
命
財
産
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
今
後
と
も

事
務
所
の
重
要
性
は
増
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
唯
一
の
治
山
事
務
所
と
し
て
、
全
国
に
先
駆
け
て
先

進
的
な
技
術
、
積
極
的
な
取
組
み
を
実
施
し
、
発
信
し
て

い
く
使
命
も
感
じ
て
い
ま
す
。
設
立
か
ら
50
年
が
経
過
し
、

こ
れ
か
ら
の
50
年
に
向
け
て
、
次
の
世
紀
も
見
据
え
た
取

組
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
も
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
方
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
者
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
が
必
要
で
す
。
今
後

も
六
甲
治
山
事
務
所
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

来賓　沖村孝神戸大学名誉教授OB代表　永井裕三氏治山関係者代表　榊努氏
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次
の
世
代
に
業
務
を
引
き
継
ぐ

「
森
林
土
木
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」の
取
り
組
み

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課
長　

太
田　

雄
一
郎

１
．
背
景

　

平
成
₂8
年
４
月
よ
り
地
方
機
関
の
治
山
課
が
森
林
林
業

課
と
統
合
し
、
森
林
課
と
な
り
ま
し
た
。
神
戸
、
東
播
、

西
播
及
び
北
但
各
林
務
出
張
所
に
治
山
課
が
設
置
さ
れ
た

の
が
、
昭
和
3₂
年
₁₁
月
の
こ
と
で
す
の
で
、
約
58
年
振
り

の
大
改
革
の
始
ま
り
の
年
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
こ

の
統
合
に
よ
る
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
一
つ
の
課
に
は

元
々
の
森
林
林
業
課
長
と
治
山
課
長
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
に

対
応
し
た
森
林
課
長
と
森
林
専
門
員
が
配
置
さ
れ
、
当
面

は
統
合
前
と
変
わ
る
こ
と
な
く
業
務
が
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
将
来
、
林
務
と
治
山
の
壁
が
取
り
除
か
れ
、

相
互
に
交
流
す
る
こ
と
を
見
据
え
る
と
、
業
務
を
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

２
．
次
の
世
代
に
業
務
を
引
き
継
ぐ
課
題

　

業
務
改
善
は
、
業
務
の
内
容
を
や
り
易
く
し
、
ま
た
次

の
担
当
者
に
円
滑
に
継
続
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
治
山
・
林
道
・
林
地
開
発
・
保
安
林
と
い
う
従

来
か
ら
地
方
機
関
の
治
山
課
が
担
っ
て
き
た
森
林
土
木
業

務
は
、
概
ね
防
災
が
40
％
、
土
木
建
設
技
術
が
30
％
、
地

形
地
質
技
術
が
₁0
％
、
森
林
生
物
技
術
が
₁0
％
、
文
書
法

制
₁0
％
の
専
門
別
割
合
で
構
成
さ
れ
る
自
然
科
学
系
業
務

で
す
。
森
林
林
業
業
務
と
重
な
る
部
分
は
₂0
％
程
度
と
考

え
ら
れ
、
ほ
ぼ
₂5
年
以
上
森
林
土
木
業
務
一
筋
に
携
わ
っ

て
き
た
五
十
代
の
世
代
か
ら
、
職
員
数
の
減
少
と
統
合
や

相
互
に
交
流
が
起
こ
る
次
の
世
代
に
ど
の
よ
う
に
引
き
継

ぐ
の
か
難
し
い
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
中
・
長
期
間
で
習
熟
し
て
き
た
業
務
内
容

を
比
較
的
短
期
間
に
習
熟
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
の
研

修
シ
ス
テ
ム
の
充
実
・
改
善
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
治
山
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
積
算
、
治
山
業
務
支
援
シ
ス

テ
ム
及
び
林
道
災
害
等
に
つ
い
て
Ｏ
ｆ
ｆ⊖

Ｊ
Ｔ
研
修
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
中
堅
職
員
の
減
少
に

よ
り
職
場
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
の
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
に
相
当
す
る
内
容
を
全
県
で
補
完

す
る
よ
う
な
研
修
シ
ス
テ
ム
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
森
林
土
木
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
策
定
機
関
に
お
け
る
検
討

①
平
成
₂8
年
度
第
一
回
治
山
・
林
道
事
業
等
担
当
課
長
・

専
門
員
会
議
（
平
成
₂8
年
６
月
₁0
日
）

　

研
修
を
受
け
る
対
象
を
森
林
土
木
業
務
の
経
験
年
数
₁0

年
以
内
の
職
員
（
以
下
「
若
手
職
員
」
と
い
う
。
表
１
）

と
し
、
先
ず
は
県
土
整
備
部
に
お
い
て
も
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
職
場
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
に
相
当
す
る
研
修
会
（
以

下
「
県
土
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」
と
い
う
。）
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
土
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
お
け
る
経
験

年
数
毎
に
細
か
く
組
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
系

統
的
に
参
加
で
き
な
い
森
林
土
木
サ
イ
ド
の
若
手
職
員
に

と
っ
て
内
容
の
不
適
合
も
あ
り
、
類
似
業
務
と
は
い
え
以

後
の
参
加
は
効
果
的
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

②
同
年
度
第
二
回
会
議
（
８
月
₂６
日
）

　

森
林
土
木
の
実
務
に
則
し
た
研
修
内
容
を
自
ら
構
築
し

て
い
く
森
林
土
木
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
議
論
さ
れ
、
約
₁0
年
間
で
習

熟
す
べ
き
項
目
（
以
下
「
研
修
項
目
」
と
い
う
。）
が
約

１
０
０
項
目
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

③
同
年
度
第
三
回
会
議
（
₁₂
月
₁4
日
）

　

研
修
内
容
の
整
理
が
進
み
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
が
₂₁
、

研
修
項
目
数
が
２
０
０
を
超
え
（
表
２
）、
初
級
、
中
級
、

上
級
の
難
易
度
に
応
じ
た
レ
ベ
ル
区
分
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
研
修
方
法
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
ｆ
ｆ⊖

Ｊ
Ｔ
研
修
よ
り

も
、
日
常
業
務
重
視
と
い
う
観
点
か
ら
、
職
場
で
の
「
自

習
」
が
最
適
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
研
修
項
目
の

解
説
図
書
と
な
る
よ
う
な
森
林
土
木
Ｏ
Ｊ
Ｔ
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
（
以
下
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
と
い
う
。）
の
必
要
性
が

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

④
同
年
度
第
四
回
会
議
（
平
成
₂₉
年
２
月
３
日
）

　

研
修
方
法
と
し
て
は
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
る
「
自

習
」
を
基
本
と
し
、
補
完
と
し
て
職
場
若
し
く
は
本
庁
治

山
課
に
よ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

表１ 平成29年度10年未満の若手職員数

農
林
振
興

事
務
所
名

配
置
人
数

入
庁
年
次

入
庁
年
数

森
林
土
木

経
験
年
数

加東 1 H29 1年目 1年目

光都 5

H21 9年目 6年目
H26 4年目 3年目
H27 3年目 3年目
H28 2年目 2年目
H29 1年目 1年目

豊岡 1 H24 6年目 5年目

朝来 5

H24 6年目 1年目
H25 5年目 2年目
H25 5年目 2年目
H28 2年目 2年目
H29 1年目 1年目

洲本 2
H23 7年目 7年目
H29 1年目 1年目

治山課 1 H26 4年目 4年目
合計 15
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に
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
学
習
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
₂₉
年
₁₂
月
の
会
計
検
査
準
備
に
お
い
て
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
若
手
職
員
の
み
な
ら
ず
中
堅
職
員
の
技

術
確
認
に
も
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
す
が
、
技
術
的

な
点
検
に
よ
り
改
訂
も
必
要
で
す
。
学
習
・
指
導
・
確
認
、

及
び
点
検
・
改
訂
の
シ
ス
テ
ム
が
働
く
こ
と
に
よ
り
、
常

に
有
効
な
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
知
識
で
覚
え
る
の
は
短
期
間
で
済
み
ま
す

が
、
そ
の
知
識
、
知
見
に
習
熟
し
現
場
で
活
用
し
て
技
術

力
を
鍛
え
る
に
は
中
・
長
期
間
か
か
る
と
覚
悟
し
て
、
森

林
土
木
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

森
林
土
木
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
森
林
土
木
業
務
を
次
の
世
代
に
円

滑
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
同
時

に
、
多
様
で
し
な
や
か
な
職
員
を
育
成
す
る
方
法
の
ひ
と

つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
も
う
し
ば
ら

く
努
力
が
必
要
で
す
。
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

林
土
木
研
究
会
か
ら
謝
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

⑥
同
年
度
第
二
回
会
議
（
₁0
月
４
日
）

　

姫
路
農
林
水
産
振
興
事
務
所
が
森
林
整
備
と
林
地
開
発

に
つ
い
て
、
ま
た
豊
岡
農
林
水
産
振
興
事
務
所
が
落
石
対

策
に
お
け
る
工
種
選
定
と
施
工
に
つ
い
て
、
森
林
土
木
Ｏ

Ｊ
Ｔ
研
修
講
師
を
務
め
た
実
績
（
図
１
）
が
紹
介
さ
れ
る

な
ど
、
一
定
の
広

が
り
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
執

筆
者
を
研
修
項
目

毎
に
割
り
当
て
を

し
て
、
編
集
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
し
た
。

４
．
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　

平
成
₂₉
年
₁₂
月
現
在
、
全
体
で
２
１
７
の
研
修
項
目
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
₂8
の
研
修
項
目
が
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
に
編
集
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、

ま
だ
全
体
で
一
割
を
程
度
の
進
捗
で
す
が
、
で
き
る
だ
け

早
く
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
森
林
土
木
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
若
手
職

員
の
「
自
習
」
に
よ
る
専
門
知
識
の
習
得
が
促
進
さ
れ
、

職
場
若
し
く
は
本
庁
治
山
課
に
よ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
に
よ
り

習
熟
度
を
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
が
理
想
で
す
。
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
に
は
研
修
項
目
毎
に
、
履
行
確
認
年
月
日
、
確
認

者
氏
名
の
記
入
欄
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。
若
手
職
員
は

先
輩
、
上
司
職
員
と
研
修
項
目
に
関
す
る
内
容
を
議
論
し

て
、
技
術
習
得
の
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
研

修
項
目
は
、
レ
ベ
ル
区
分
し
て
い
ま
す
が
、
業
務
で
必
要

⑤
平
成
₂₉
年
度
第
一
回
会
議
（
６
月
₂₇
日
）

　

森
林
土
木
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
地
方
機
関
に
お
け
る
企
画
・
開
催

を
促
進
す
る
た
め
、
複
数
事
務
所
の
若
手
職
員
を
対
象
に

研
修
講
師
を
務
め
た
者
に
対
し
、
別
に
定
め
る
兵
庫
県
森

図１　落石対策の現地研修

図２　森林土木ハンドブック（抜粋）

表２　森林土木OJTプログラム（案）抜粋
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森
と
水
辺
の
生
き
物
を
訪
ね
て（
10
）

淡
路
島
南
部
の
諭
鶴
羽
山
系
を
歩
こ
う 

佐
藤
邦
夫

は
じ
め
に

　

諭
鶴
羽
山
系
に
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以
降
シ
カ
と
略
す
）

と
イ
ノ
シ
シ
の
二
種
類
の
大
型
哺
乳
類
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
地
元
に
は
様
々
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
が
、
特
に
シ
カ
に
よ
る
食
害
は
農
業
被
害
、
生
活

被
害
の
み
な
ら
ず
、
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
山
地
崩
壊

な
ど
の
災
害
に
つ
な
が
る
重
要
な
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
諭
鶴
羽
山
系
の
貴
重
な
動
植
物
を
紹
介
す

る
の
が
目
的
で
し
た
が
、
シ
カ
の
食
害
に
よ
り
生
態
系
が

変
化
し
て
い
る
現
状
も
含
め
て
紹
介
を
し
ま
す
。
今
回
は

数
年
前
に
書
い
た
原
稿
を
基
に
し
て
い
る
た
め
、
現
在
の

状
況
と
は
若
干
異
な
る
面
も
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

兵
庫
県
に
生
息
す
る
貴
重
な
動
植
物
に
と
っ
て
、
外
来
生

物
だ
け
で
な
く
、
シ
カ
に
よ
る
食
害
が
大
き
な
脅
威
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

諭
鶴
羽
山
系
の
概
要

　

諭
鶴
羽
山
系
は
淡
路
島
の
南
部
に
位
置
し
、
洲
本
市
の

柏
原
山
（
標
高
５
６
９
ｍ
）
か
ら
南
あ
わ
じ
市
の
淡
路
島

最
高
峰
で
あ
る
諭
鶴
羽
山
（
標
高
６
０
８
ｍ
）
に
至
る
地

域
で
す
。
ど
ち
ら
も
山
頂
付
近
ま
で
林
道
が
開
設
さ
れ
、

気
軽
に
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
等
が
楽
し
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
州
部
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
北
部
と
違
い
、
諭
鶴
羽
山

系
は
地
質
的
に
も
生
物
的
に
も
四
国
と
の
つ
な
が
り
が
深

く
、
兵
庫
県
内
で
は
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
動
植
物
も

数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

諭
鶴
羽
林
道
、
柏
原
山
林
道
を
歩
く
と
至
る
所
で
シ
カ

の
姿
と
痕
跡
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
路
肩
の
草

は
食
べ
ら
れ
、
維
持
管
理
の
た
め
の
草
刈
り
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
法
面
を
含
め
崩
壊
の
危
険
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

緑
の
山
は
一
見
す
る
と
何
も
変
わ
り
が
な
い
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
地
表
に
あ
る
植
物
は
シ
カ
が
好
ま
な
い
限
ら
れ

た
種
類
だ
け
で
す
。
中
層
、
高
層
に
は
多
様
な
樹
木
が
生

育
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
継
と
な
る
稚
樹
や
幼

木
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昔
か
ら
こ
の
地
域
は
備
長

炭
の
生
産
の
た
め
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
50
年
代
頃
か
ら
備
長
炭
の
需
要

が
増
え
、
県
内
外
の
業
者
に
よ
る
大
規
模
な
伐
採
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
原
木
用
に
地
際
か
ら
伐
採
さ

れ
た
ウ
バ
メ
ガ
シ
は
す
ぐ
に
萌
芽
枝
を
出
し
、
数
年
も
た

つ
と
も
と
の
ウ
バ
メ
ガ
シ
林
に
戻
り
ま
す
。
今
は
こ
の
萌

芽
枝
を
シ
カ
が
食
べ
て
し
ま
い
、
繰
り
返
し
食
べ
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
再
生
能
力
が
失
わ
れ
、
そ
の
土
地
は
裸
地

化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
は
大
規
模
な
伐
採
は
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
一
度
裸
地
化
し
た
と
こ
ろ
を
森
林
に
戻

す
た
め
に
は
大
変
な
努
力
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

特
定
外
来
生
物
で
駆
除
が
必
要
な
ナ
ル
ト
サ
ワ
ギ
ク
な
ど

を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
将
来
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
何
と
か
シ
カ
に

よ
る
森
林
破
壊
を
食
い
止
め
、
こ
こ
に
し
か
な
い
貴
重
な

自
然
を
後
世
に
残
し
た
い
も
の
で
す
。

諭鶴羽神社のスダジイ・アカガシ群落
は兵庫県版RDB2010でBランクに
指定されている。この群落内でも稚樹
や幼木は見られない。

アカガシ

四国や九州に多いミツバツツジの仲間
で県内では諭鶴羽山周辺のみで見られ
る。樹皮をシカに食べられているもの
が多く枯死が心配される。

金属光沢のある緑色の地に赤い筋模様
があり大変美しい。山頂付近でよく見
られるがカメムシなので臭いはそれな
りに…。

アカスジキンカメムシ

県内の照葉樹林に局地的に分布してい
るが諭鶴羽山には特に多い。ハルゼミ
の名があるが夏に出現し合唱する。

ヒメハルゼミ（羽化殻）
（兵庫県版RDB2012　要注目）

オンツツジ
（兵庫県版RDB2010　Bランク）
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湿地のような環境に生育し柏原山山頂付
近や林道周辺で見られる。どこででも見
られる植物ではないがシカの不嗜好植物
で年々群落の規模を大きくしている。

代表的なシカの不嗜好植物で、日当たり
が良く水はけの良い緩斜面に群落を形成
する。一般にシカはシダ植物をあまり好
まないようである。

カエデの仲間はシカの嗜好性が高く、稚
樹や幼木は真っ先に食べられるが、本種
だけは食害を受けない。このため、ここ
では幼木も多く見られる。

崖地などシカの食害を受けない場所では
大きな株となる。ピンクと緑のトンネル
を通る気分で大変気持ちが良い。

地表にわずかに残る緑色部分は不嗜好植
物であるイワヒメワラビ、ダンドボロギ
クなどで諭鶴羽山系では尾根筋を中心に
あちこちで見られる光景である。

ハンカイソウ

イワヒメワラビ

ウリハダカエデ

クロアゲハ、モンキアゲハ、カラスアゲ
ハなどの大型のアゲハチョウと共にハン
カイソウの花を訪れていた。幼虫はミカ
ン科のキハダを食べ淡路島では少ない。
日本で最も美しい蝶という人もいる。

ミヤマカラスアゲハ

キク科の帰化植物で、特定外来生物に指
定され駆除の対象となっている。有毒成
分を含むためシカが食べず裸地でも生育
できるため諭鶴羽山では山頂付近まで見
られる。別名をコウベギクと言うがこの
名は兵庫県では使われない。

ナルトサワギク（特定外来生物）

少し湿り気のある谷筋の林道脇などに見
られる。生育ぶりからこれもシカの不嗜
好植物かもしれない。

マルバウツギ

動物の糞を食べるため、シカの多い諭鶴
羽山系では普通に見ることができる。本
州部では赤緑色をした大型のオオセンチ
コガネが多いが淡路島には分布しない。
通常は銅褐色であるが淡路島では青黒色
や漆黒色となり人気が高い。

センチコガネ
仏事に使われるため関西ではなじみ深く
花も美しいが、有毒成分を含みシカはほ
とんど食べない。特に実に有毒成分が多
く、シイの実と間違えて死亡事故も起き
ている。

シキミ

モチツツジ崩壊が進むニホンジカによる
食害跡地

諭鶴羽山系では平成になった頃から急激
に増加し今では県下でも有数の生息密度
となっている。人馴れして車の中にいる
限り逃げようとしない。

ニホンジカ
名前のとおり鋭いトゲを持つが、バラ科
ではなくマメ科の植物で荒地などに生育
している。トゲのせいか有毒成分を含む
のかわからないが、シカは好まないよう
である。

ジャケツイバラ
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ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
異
常
繁
殖
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
化（
６
）

ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
絶
滅
の
危
機 

近
藤
伸
一

　

ス
キ
ー
場
と
し
て
有
名
な
ハ
チ
高
原
（
養
父
市
・
香
美

町
）
に
は
、
多
様
な
生
物
が
生
息
し
て
い
る
。
一
見
単
調

な
ス
ス
キ
草
原
に
見
え
る
が
、
植
物
は
約
５
０
０
種
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
ス
ミ
レ
類
が
咲
き
始
め
る
春
の
草
原
に

は
オ
キ
ナ
グ
サ
（
写
真
１
）
が
見
ら
れ
た
。
一
面
が
オ
オ

バ
ギ
ボ
ウ
シ
（
写
真
２
）
の
花
畑
と
な
る
こ
ろ
に
は
サ
サ

ユ
リ
や
コ
オ
ニ
ユ
リ
（
写
真
３
）
が
咲
き
、
オ
オ
ナ
ン
バ

ン
ギ
セ
ル
（
写
真
４
）
も
こ
の
草
原
で
初
め
て
見
た
。
リ

ン
ド
ウ
（
写
真
５
）
や
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
（
写
真
６
）
は
晩

秋
ま
で
見
ら
れ
、
花
が
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

年
に
は
シ
カ
の
足
跡
や
糞
か
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

植
物
の
花
穂
や
頂
芽
が
選
択
的
に
食
べ
ら
れ
、
花
が
咲
か

な
い
ス
ス
キ
草
原
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。（
写
真
８
、

写
真
９
）

　

昆
虫
類
は
草
原
性
の
貴
重
な
種
が
分
布

し
、
特
に
チ
ョ
ウ
類
で
は
絶
滅
危
惧
種
に

選
定
さ
れ
た
種
が
数
多
く
生
息
し
、
近
畿

最
大
の
チ
ョ
ウ
の
生
息
地
で
あ
る
。
珍
し

い
鳥
類
も
訪
れ
、
県
内
で
8
羽
し
か
確
認

さ
れ
て
い
な
い
イ
ヌ
ワ
シ
（
写
真
７
）
の

餌
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

ハ
チ
高
原
で
シ
カ
の
個
体
数
が
増
え
始

め
た
の
は
最
近
で
あ
る
。
２
０
１
１
年
ご

ろ
か
ら
花
が
減
少
し
始
め
た
。
２
０
１
２

写真１　オキナグサ（5月）

写真２　オオバギボウシ（７月）

写真３　コオニユリ（６月）

写真４　オオナンバンギセル（８月）

写真６　ウメバチソウ（10月）

写真５　リンドウ（9月）

写真７　イヌワシも現れる（2015年７月）
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２
０
１
４
年
か
ら
成
虫
が
確
認
で
き
な
く
な
っ
た
。
調
査

区
を
設
定
し
て
チ
ョ
ウ
が
吸
蜜
す
る
植
物
の
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
吸
蜜
可
能
な
花
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
の
エ
サ
と
な
る
オ
ミ
ナ
エ

シ
は
一
定
数
見
ら
れ
た
が
、
株
数
は
２
０
０
５
年
と
比
較

す
る
と
48
％
に
減
少
し
、
し
か
も
株
は
極
端
に
小
さ
く

な
っ
て
い
た
。
シ

カ
の
食
害
で
花
茎

が
切
断
さ
れ
、
花

が
咲
か
な
い
の
で

種
子
の
供
給
が
で

き
な
く
な
り
、
一

気
に
減
っ
て
し

ま
っ
た
と
推
定
で

き
る
。
同
じ
よ
う

な
経
過
で
、
草
原

に
咲
き
乱
れ
て
い

た
花
が
草
原
か
ら

消
え
、
植
生
の
単

純
化
が
進
ん
で
し

ま
っ
た
。

　

昨
年
か
ら
生
息

地
を
シ
カ
柵
で
囲

い
込
み
、
オ
ミ
ナ

エ
シ
の
苗
を
植
栽

し
、
飼
育
し
た

チ
ョ
ウ
の
幼
虫
を

放
し
て
、
ウ
ス
イ

ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ

ド
キ
を
復
活
さ
せ

る
取
り
組
み
（
写

真
11
、
写
真
12
、

写
真
13
）
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

花
が
消
え
る
と
無
数
に
飛
ん
で
い
た
チ
ョ
ウ
類
も
消
え

た
。
生
息
地
が
限
定
さ
れ
て
い
る
種
に
と
っ
て
は
絶
滅
に

つ
な
が
る
変
貌
で
、
そ
の
代
表
が
ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

モ
ド
キ
（
写
真
10
）
と
い
う
名
の
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。
幼
虫

の
エ
サ
は
オ
ミ
ナ
エ
シ
で
あ
る
が
、
近
年
は
オ
ミ
ナ
エ
シ

の
群
生
す
る
草
原
が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
た
め
に
、
各
地

で
絶
滅
が
進
ん
だ
。
兵
庫
県
内
に
旧
町
単
位
で
12
の
町
に

分
布
し
て
い
た
が
、
現
在
は
ハ
チ
高
原
だ
け
に
な
っ
た
。

日
本
で
最
も
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。

　

ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
を
保
全
す
る
活
動
の
一

環
で
、
２
０
０
５
年
か
ら
個
体
密
度
を
調
査
す
る
た
め
年

10
回
程
度
の
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
約

１
㎞
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
コ
ー
ス
上
の
一
定
範
囲
に
見

ら
れ
る
チ
ョ
ウ
の
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
、
生
息
す
る
チ
ョ

ウ
の
個
体
密
度
を
推
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
図
は
1
回
の

調
査
で
確
認
し
た
成
虫
個
体
数
の
年
次
ご
と
の
最
大
値
を

比
較
し
た
も
の
だ
が
、
２
０
１
２
年
か
ら
突
然
減
少
し
、

写真10　ウスイロヒョウモンモドキ（2005年７月）

写真９　写真8と同じ場所。
花が消えてススキだけになった。（2015年８月）

図　ウスイロヒョウモンモドキ最大確認個体数の
年次変動

写真８　生息地は花畑だった（2003年８月）

写真13　ウスイロヒョウモンモドキの
観察会（毎年７月に行っている）

写真12　オミナエシの植栽会
（2017年は6500株を植栽した）

写真11　シカ柵の設置作業
（昨年末で４か所1400ｍ設置）
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編

集

後

記

　

当
協
会
は
、
林
業
会
館
の
建
て
替
え
に
伴

い
、
昨
年
10
月
末
に
林
業
会
館
南
隣
の
兵
庫

県
土
地
改
良
会
館
に
移
転
し
て
、
約
２
か
月

が
経
過
し
た
。
現
在
の
執
務
ス
ペ
ー
ス
は
従

来
面
積
の
半
分
以
下
で
あ
り
、
執
務
室
に
持

ち
込
む
什
器
備
品
や
書
類
を
必
要
最
小
限
と

す
る
た
め
、
多
く
の
備
品
類
や
書
類
を
一
旦

他
の
施
設
に
保
管
す
る
こ
と
と
し
た
。
来
年

２
月
頃
の
、
新
林
業
会
館
の
完
成
と
そ
の
後

の
移
転
ま
で
の
間
、
執
務
室
が
手
狭
で
、
快

適
な
執
務
環
境
と
は
言
い
難
い
が
、
旧
林
業

会
館
が
昭
和
47
年
の
建
設
以
降
約
45
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
が
激
し
く
、
豪
雨
時
に
は
複

数
個
所
で
雨
漏
り
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
阪
神

淡
路
大
震
災
の
被
災
後
も
耐
震
工
事
を
実
施

し
て
お
ら
ず
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

た
め
、
大
き
な
地
震
が
あ
れ
ば
倒
壊
の
危
険

性
が
あ
っ
た
こ
と
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
少
し

の
期
間
の
我
慢
し
て
、
安
全
で
快
適
な
執
務

環
境
と
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
狭
苦
し
く
、
打

ち
合
わ
せ
を
行
う
協
議
机
も
な
い
状
態
な
の

で
、
県
の
担
当
者
や
会
員
各
位
に
は
し
ば
ら

く
の
間
、
ご
不
便
や
ら
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

実
験
装
置
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動

戸
田
理
事
の
退
任

　

防
災
、
減
災
を
効
果
的
に
進
め
る
に
は
、
防
災

工
事
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
に
加
え
、
地
域
の
防
災

力
を
高
め
る
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
、
当
協
会
で

は
、
山
地
災
害
に
対
す
る
知
識
を
普
及
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
域
住
民
の
方
々
に
「
土
石
流
実
験

装
置
」「
降
雨
体
験
装
置
」「
３
Ｄ
映
像
装
置
」
を

活
用
し
て
、
様
々
な
普
及
啓
発
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
本
文
に
も
掲
載
の
六
甲
山
の

災
害
展
、
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
等
の
ほ
か
に
も
、

12
回
実
施
し
、
５
千
５
百
名
を
超
え
る
参
加
者
に

見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、３
月
に
実
施
し
た「
学
ぼ
う
防

災
、
神
戸
市
垂
水
区
学
園
都
市
に
て（
写
真
１
）」が

約
１
５
０
人
、
８
月
に
実
施
し
た
「
緑
の
少
年
団

森
林
防
災
学
習
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
市
川
に

て
（
写
真
２
）」
で
は
約
６0
人
、
９
月
に
実
施
し

た
「
第
37
回
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
三
木
山
総

合
公
園
に
て
（
写
真
３
）」
が
約
２
０
０
人
が
参

加
し
、
参
加
者
が
熱
心
に
質
問
す
る
な
ど
興
味
深

　

戸
田
善
規
前
理
事
は
昨
年
11
月
の
多
可
町
長
退

任
に
伴
い
、
当
協
会
の
理
事
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

戸
田
理
事
は
、
一
般
社
団
法
人
移
行
前
の
平
成
12

年
８
月
（
旧
加
美
町
長
）
か
ら
移
行
後
の
平
成
29

年
11
月
ま
で
の
18
年
間
に
わ
た
り
、
当
協
会
の
理

事
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、
22
年
８
月
か
ら
24
年

７
月
と
26
年
８
月
か
ら
28
年
８
月
ま
で
の
期
間
は

副
会
長
を
、
さ
ら
に
は
25
年
６
月
か
ら
26
年
８
月

ま
で
の
２
年
間
は
会
長
と
し
て
当
協
会
を
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
期
間
に
わ
た
り
、
大
変
お

世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
の
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

く
聞
き
入
り
、
効
果
的
な
普
及
活
動
が
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
積
極
的
な
普
及
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
当
協
会
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照

　
（
ア
ド
レ
ス
：http://w

w
w
.chisanrindou.

jp/inform
ation/report/index.htm

l

）

写真１

写真２

写真３

協 会 だ よ り

「やまなみ」には森
も り

林にやさしい再生紙を使用しています。
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